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可
能
性

人
間
は
可
能
性
の
種
子
で
あ
る
―
。

開
祖
の
こ
の
言
葉
に
ど
れ
だ
け
の
人
が
奮
い
立
っ
た
か
。

不
可
能
と
思
わ
れ
る
困
難
や
逆
境
に
立
ち
向
か
い
、
努
力
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
克
服
し
て

き
た
人
類
の
歴
史
か
ら
抽
出
さ
れ
た
真
理
で
も
あ
る
。
自
ら
の
可
能
性
を
信
じ
、
隣
人
の

可
能
性
を
信
じ
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
時
代
の
突
破
口
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

可
能
性

特集
時
代
を
切
り
拓
く
、

私
た
ち
の
可
能
性
。
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時
代
を
切
り
拓
く
、

私
た
ち
の
可
能
性
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
大
き
く
変
え
た
。
行
政
主
導
の
「
新
し
い
生
活
様
式
」
も
あ
れ
ば
、

時
間
帯
や
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
継
続
し
て
い
く
う
え
で
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
変
化
も
あ
っ
た
。
変
容
の
行
く
先
を
見

極
め
る
一
年
が
終
わ
っ
た
今
、
私
た
ち
は
こ
の
状
況
に
ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
見
出
せ
る
の
か
。
修
行
の
目
的
で
あ
る
「
可
能
性

を
信
じ
る
」
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、
時
代
を
切
り
拓
く
パ
ワ
ー
を
特
集
し
て
み
た
い
。

文・編集室、東京事務所／写真・編集室、一般社団法人
SHORINJI KEMPO UNITY、一般財団法人少林寺拳法連盟／
出典・『少林寺拳法教範』（宗道臣 著）、『「強さ」とは何か。
少林寺拳法創始者・宗道臣 70の言葉』（宗由貴 監修・鈴木
義孝 構成）、『少林寺拳法－愛の価値、力の理想。』（宗道臣 著）
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今
で
き
る
こ
と
を
模
索
す
る
。
理
が
あ
る
か
ら
共
感
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
可
能
性
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
昨
年
10
月
か
ら
本
年

３
月
末
ま
で
「
２
０
２
０
年
度
少
林
寺
拳
法
オ

ン
ラ
イ
ン
講
習
会
〜
技
術
か
ら
生
き
方
を
学
ぶ

〜
」
が
開
催
さ
れ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
講
習

会
は
当
連
盟
と
し
て
初
め
て
の
試
み
と
な
っ
た

が
、
延
べ
受
講
者
数
は
７
２
０
名
を
超
え
、
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
大
方
好
評
で
あ
っ
た
。
今
回
は
、

実
施
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
を
振
り
返
り
、

今
後
の
更
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
井
上 

弘
講

師
に
聞
い
た
。

 

２
０
２
０
年
度
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

井
上　
ま
ず
は
、
受
講
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
２
０
２
０
年
度

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
で
は
、
多
く
の
指
導
者
、

拳
士
の
皆
様
に
受
講
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
４
月
に
１
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
、
当
連
盟
で
は
大
会
や
講
習
会
が

開
催
中
止
と
な
り
、
ま
た
普
段
の
修
練
も
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
少
林
寺
拳
法
か
ら
離
れ
て
い
く
拳

士
も
出
は
じ
め
、
少
し
で
も
こ
の
現
状
を
打
破

す
る
た
め
に
連
盟
本
部
で
な
に
か
行
え
な
い
か

と
…
。

そ
こ
で
急
遽
、
実
施
し
た
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
講
習
会
で
し
た
。
若
い
職
員
か
ら
の
企
画
で
、

過
去
の
機
関
誌
「
あ
ら
は
ん
※
」、「
月
刊
少
林

寺
拳
法
※
」で
掲
載
さ
れ
た「
拳
理
体
感
」を
テ
ー

マ
の
軸
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
配
信
し
て
み
よ
う

と
。
単
独
修
練
の
注
意
事
項
や
指
導
法
に
お
け

る
ポ
イ
ン
ト
、
基
礎
か
ら
応
用
へ
の
繋
が
り
な

ど
、
少
し
で
も
全
国
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
内
容
を
お
届
け
し
た
い
、そ
れ
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
※
連
盟
よ
り
発
行
し
て
い
た
機
関
誌

　
　
　
　
　
　
　
「
あ
ら
は
ん
」
↓
「
月
刊
少
林
寺
拳
法
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
「
会
報
少
林
寺
拳
法
」
へ
移
行

 

動
画
は
、ど
の
よ
う
に
配
信
さ
れ
た
の
で
す
か
？

井
上　
動
画
は
、
毎
週
金
曜
日
、
受
講
者
宛
に
一

斉
メ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。
撮
影
し
た
動
画
を
編
集

し
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
上
（
限
定
公
開
）
で
ご
覧

い
た
だ
き
ま
し
た
。
動
画
の
長
さ
は
30
〜
50
分
ほ

ど
、
自
宅
や
道
場
で
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
な
ど
か

ら
視
聴
で
き
、
動
画
を
繰
り
返
し
観
な
が
ら
修
練

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
動
画
の
内
容
に
沿
っ
た

テ
キ
ス
ト
も
添
付
し
ま
し
た
。
感
想
、
質
問
を
ア

ン
ケ
ー
ト
と
し
て
返
信
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

受
講
者
の
反
応
を
常
に
把
握
し
、
翌
週
以
降
に
反

映
す
る
な
ど
、
受
講
者
と
共
に
作
り
上
げ
た
内
容

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

画
面
越
し
の
講
習
は
成
立
す
る
の
か
…
。
不
安
の
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
が
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
少
林
寺
拳
法
と
い
う
共
通
項
の
持
つ
強
み
だ
っ
た
。

オンラインでつながったのは受講者だけではなかった
講師と受講者はもちろん、講師と講師をもつなげるオンライン

連盟内の事情を言えば、コロナ禍により本部と東京の行き来もずいぶん規
制されることとなった。オンライン講習会では井上 弘講師（連盟理事／
東京勤務）が主となったが、香川県在住の指導員も画面に登場した。異
なる場所から複数の指導員が講習を届けることができたのも、オンライ
ンならではの効能であったと言える。
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ラ
イ
ブ
配
信
も
行
っ
た
よ
う
で
す
ね
？

井
上　
毎
週
の
配
信
動
画
と
は
別
に
、
相
互
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
交

流
会
も
数
回
行
い
ま
し
た
。
一
緒
に
体
を
動
か

し
な
が
ら
、
ま
た
質
疑
応
答
す
る
形
式
で
す
。

画
面
越
し
で
す
が
時
間
を
共
有
し
、
細
か
い
部

分
や
感
覚
的
な
部
分
を
少
し
で
も
お
伝
え
で
き

れ
ば
と
…
。

 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
ど
の
よ
う
な
声
が
あ
り
ま
し

た
か
？

井
上　
多
く
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
技
術
を
通

じ
、
教
え
の
理
解
が
深
ま
っ
た
」、「
技
法
に
共

通
す
る
原
理
原
則
が
理
解
で
き
た
」「
修
練
法
、

指
導
法
と
し
て
、
拳
士
や
後
輩
に
対
し
て
指
導

す
る
際
の
〝
引
き
出
し
〞
の
数
が
増
え
た
」
な

ど
の
う
れ
し
い
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習

会
を
実
施
し
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
声
も

多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
今
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
は
実
施
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

井
上　
２
０
２
１
年
度
も
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
や

ノ
ウ
ハ
ウ
、
そ
し
て
反
省
点
、
ま
た
皆
様
か
ら

の
声
を
活
か
し
な
が
ら
、
更
に
良
い
内
容
を
配

信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
是
非
、
多
く
の
皆
様

に
受
講
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
を
実
施
し
て
み
て
、

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
多

く
の
可
能
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
世
の
中
全
体
が
厳
し
い
状
況

に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
我
々
も
同
様
で
す
。

で
も
、
悲
観
的
に
な
る
前
に
、
こ
の
厳
し
い
現

実
を
受
入
れ
な
が
ら
今
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
、

我
々
の
可
能
性
を
信
じ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
…
。
私
自
身
、
改
め
て
自
分
自
身
の
言

動
や
行
動
、
考
え
方
を
変
え
る
機
会
に
も
な
り

ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
れ
ば
、
場
所
は
関
係
な
く
全

国
の
皆
さ
ん
と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

し
て
、
画
面
を
通
じ
て
笑
顔
や
元
気
を
お
互
い

に
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
も
、
全
国
の
所
属
長・拳
士
が
一
丸
と
な
っ

て
自
ら
の
可
能
性
を
信
じ
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
コ
ロ

ナ
が
収
束
し
た
際
に
は
各
地
域
に
伺
い
、
皆
様

と
共
に
楽
し
く
汗
を
流
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会

テ
ー
マ　

拳
理
探
求

理　

念　

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
で
楽
し
く
つ
な
が
ろ
う
！

期　

間　

５
月
７
日
〜
９
月
30
日

　
　
　
　

受
付
〆
切　

９
月
30
日
（
期
間
中
随
時
受
講
可
）

　
　
　
　

配
信
動
画　

12
月
末
ま
で
閲
覧
可
能

講　

師　

井
上　

弘 

指
導
員
（
ほ
か
）

回　

数　

24
回
予
定

費　

用　

７
７
０
０
円
（
税
込
）

6 方向への崩し
強そうに見えても、必ず崩せる
方向がある。逆境を可能性に変
えてしまう守主攻従の原理。

科学によってコツを見える化
創始 50 周年（1997 年）に発表されたコ
ンピューターグラフィックスによる “ コツ ”
の見える化。東京大学・國井利泰名誉教授
（故人）の支援を得て実現した画期的な取り
組みであった。

拳
理

いま振り返る

1980 年代、全国的に少林寺拳法指導者の
スキルを高めようという運動が興った。各
指導者が有する優れた指導法を、イラスト
や文を使って共有しようとする「指導技術
の共有化運動」である。
そして国際講習会を契機に、世界の本部と
して各国拳士に技法の上達を約束できる指
導法の確立が模索された。ただ、そこには
「言語」という大きな壁が立ちはだかった。
少林寺拳法教範には、開祖をして「絵にも
文にもなり難い」「師事して会得のこと」
と何度も出てくる。絵にも文にもなり難い
技のコツを、感覚的な表現だけに頼らず、
誰もが納得し共感できる形にしようと練り
上げられていく過程で生まれた言葉―。そ
れが『拳理』である。拳理を押さえることで、
多様に見えた高段者の技も整理して説明す
ることが可能となった。解説の構造化も進
み、技の習得にかかる期間を短縮し、誰も
が奥深い行法に近づける可能性が見出され
るようになった。

誰もがコツを共感できる
可能性を求めて
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「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
」
の
危
機
管
理
。
災
禍
を
乗
り
越
え
て
実
施
す
る
大
会
の
可
能
性
。

雲
外
蒼
天

　
去
る
3
月
26
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
行
わ
れ

た
「
第
24
回
全
国
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
選
抜

大
会
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
初
め
て
実
施
さ

れ
る
全
国
規
模
の
大
会
で
あ
り
、「
ウ
ィ
ズ
・

コ
ロ
ナ
」
を
前
提
に
運
営
さ
れ
、
今
後
の
各
種

大
会
の
試
金
石
と
呼
べ
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
大
会
間
近
ま
で
1
都
3
県
に
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、
運
営
に
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
が
続
い
た
が
、
実
行
委
員
会
は
「
適
切

な
対
応
を
織
り
込
ん
で
実
施
す
る
」
と
い
う
方

針
の
も
と
、
ブ
レ
る
こ
と
な
く
準
備
に
い
そ
し

ん
だ
。

　
密
回
避
の
目
的
か
ら
、
予
選
競
技
は
2
会
場

に
分
け
て
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
各
会
場
で
は
午

前
と
午
後
で
選
手
を
入
れ
替
え
る
。
会
場
入
り

口
で
は
厳
重
に
入
館
管
理
を
行
う
。
事
前
に
発

行
さ
れ
た
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
携
行
し
て
い
る
こ
と
、

検
温
結
果
が
37.4
度
以
下
で
あ
る
こ
と
が
絶
対
条

件
と
な
る
。

　
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
の
前
に
整
列
し
た
参
加
者

が
、
ゆ
っ
く
り
と
場
内
に
入
っ
て
い
く
様
子
を

実
行
委
員
は
息
を
吞
む
よ
う
に
し
て
見
守
っ
て

い
た
。
結
果
、
大
会
期
間
中
、
一
人
の
入
館
拒

否
を
行
う
こ
と
も
な
く
、
全
て
の
参
加
者
が
入

場
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
行
委
員
は
胸
を
撫

で
下
ろ
す
と
同
時
に
、
参
加
各
校
・
各
選
手
の

協
力
と
努
力
に
感
謝
す
る
思
い
で
あ
っ
た
。

　
予
選
競
技
・
決
勝
競
技
と
も
に
、
ほ
ぼ
当
初

の
予
定
通
り
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
競
技

時
以
外
の
マ
ス
ク
着
用
・
点
呼
時
は
手
を
挙
げ

る
、
な
ど
が
周
知
さ
れ
て
い
た
が
、
競
技
中
は

高
校
生
拳
士
の
元
気
な
気
合
と
息
遣
い
が
会
場

に
こ
だ
ま
し
、
会
場
に
は
に
わ
か
に
活
気
が
溢

れ
た
。
観
客
席
か
ら
の
声
援
も
禁
止
で
あ
っ
た

が
、
賞
賛
の
拍
手
は
以
前
の
大
会
以
上
に
大
き

く
響
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
大
会
は
お
ろ
か
日
々
の

修
練
ま
で
も
奪
わ
れ
て
き
た
高
校
生
拳
士
に
今

こ
そ
晴
れ
の
舞
台
を
…
と
い
う
実
行
委
員
の
思

い
は
、
高
校
生
拳
士
の
熱
心
な
姿
勢
と
態
度
に

よ
り
報
わ
れ
た
。
ま
た
、
競
技
を
終
え
て
帰
路

に
つ
く
高
校
生
拳
士
も
一
様
に
晴
れ
や
か
な
表

情
で
あ
っ
た
。

　
大
会
テ
ー
マ
「
雲
外
蒼
天
」
の
言
葉
通
り
、

携
わ
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
心
に
青
空
が
垣
間

見
え
る
大
会
と
な
っ
た
。

　
大
会
テ
ー
マ
「
雲
外
蒼
天
」

困
難
を
乗
り
越
え
、
努
力
す
れ
ば
快
い
空
が
望
め
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
現
れ
た
試
練
を
努
力
し
て

克
服
し
、
明
る
い
未
来
が
望
め
る
こ
と
を
期
待
し
て
。

　
　
　
　
　
　
　
考
案
者
・
川
越
東
高
校 

権
瓶
希
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
島
城
北
高
校 

谷
口
文
啓

演武前後の消毒
手指はもちろん、足裏
まで。演武前後の消毒
を徹底した。コートは
ラウンド終了ごとに消
毒を行った。

かえってきた、春。全員が元気に演武を発表。
2 週間前からの健康チェック、そして当日の検温。
一人の異常体温を検出することもなく、全ての参加
者が無事に会場に入り、演武を発表することができ
た。会場にこだまする二年ぶりの気合と静かに充満
する熱気は、まさに「かえってきた、春」という印
象であった。

様
々
な
対
策
を
実
施
し
て
開
催
し
た
大
会
の
先
に
、
さ
わ
や
か
な
青
空
が
待
っ
て
い
た
。
活
力
の
象
徴
と
し
て
の
大
会
は
、
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
の
中
で
も
実
施
で
き
る
。
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本
大
会
で
実
施
し
た
感
染
症
予
防
対
策

　
本
大
会
の
感
染
症
予
防
対
策
に
お
い
て
、
柱

と
な
っ
た
の
が
、「
第
24
回
全
国
高
等
学
校
少
林

寺
拳
法
選
抜
大
会
実
施
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
等
に
関
す
る
基
本

方
針
」（
以
下
、
基
本
方
針
）
と
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
委
員
会
」（
以
下
、
対
策

委
員
会
）
で
あ
る
。

　
基
本
方
針
は
書
面
に
て
発
信
さ
れ
、
都
合
三

度
の
改
訂
を
行
っ
て
い
る
。
事
前
に
確
認
す
る

内
容
が
多
く
、
各
校
お
よ
び
選
手
に
は
苦
労
を

か
け
た
こ
と
と
思
う
が
、
よ
く
精
読
さ
れ
、
基

本
方
針
は
無
事
に
徹
底
さ
れ
た
。

　
対
策
委
員
会
は
大
会
期
間
中
に
万
が
一
の
事

態
が
生
じ
た
場
合
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
の

専
門
機
関
で
あ
る
。
幸
い
に
も
期
間
中
、
大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か
っ
た
の
で
、
緊
急
対
応
の

必
要
性
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
対
策
委
員
会
は
、

全
関
係
者
に
対
し
て
大
会
後
14
日
間
の
健
康
観

察
を
行
い
、
関
係
者
に
一
人
の
罹
患
者
も
な
か
っ

た
こ
と
を
確
認
し
て
解
散
し
て
い
る
。

　
﹇
主
な
具
体
策
﹈

　
　

・
検
温
、
健
康
観
察
の
実
施

　
　

・
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
の
携
行

　
　

・
演
武
中
以
外
の
マ
ス
ク
着
用

　
　

・
手
洗
い
、
う
が
い
、
消
毒
の
励
行

　
　

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

　
　

・
引
率
責
任
者
に
よ
る
指
導
徹
底

　
　

・
実
行
委
員
、
ス
タ
ッ
フ
等
の
指
示
徹
底

　
　

・
会
場
内
の
通
行
規
制

　
　

・
点
呼
時
の
返
事
は
挙
手
に
て
行
う

　
　

・
声
援
は
禁
止

　
　

・
不
要
不
急
の
外
出
は
し
な
い

　
　

・
所
持
品
は
常
に
整
理
整
頓

主
催
者
と
参
加
者
、
双
方
の
協
力
に
よ
っ
て

　
多
く
の
大
会
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
昨

年
で
あ
っ
た
が
、
関
係
者
の
叡
智
と
支
援
が
集

ま
り
、
こ
の
よ
う
に
「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
」
の

対
策
像
も
見
え
て
き
た
。
変
わ
ら
ず
不
便
を
生

じ
る
箇
所
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
人
が
集
ま
る
こ

と
は
活
力
の
象
徴
で
も
あ
る
。
少
林
寺
拳
法
の

活
力
を
内
外
に
印
象
付
け
る
大
切
な
手
段
と
し

て
、
今
年
度
は
各
地
区
の
大
会
が
形
態
を
変
え

て
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
脅

威
が
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
な
中
、
そ
の
予
防
対

策
は
主
催
者
だ
け
の
努
力
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
肝
に
銘
じ
た

い
。
主
催
者
と
参
加
者
、
双
方
の
協
力
に
よ
っ

て
果
た
さ
れ
る
安
心
・
安
全
の
大
会
―
。
そ
れ

を
目
指
し
て
い
こ
う
。

大
会
結
果

高
体
連
少
林
寺
拳
法
専
門
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
結
果
を

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

 

↓ 

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

　

  

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

アクリル越しのメッセージ
弁論の部の発表もアクリルパ
ネル越しに行われた。（1 位 
金沢商業高校・細洞 華／テー
マ「この時代に私はどう生き
るか」）

抗ウイルス用品の支援
シキボウ株式会社様より、同
社の抗ウイルス加工技術「フ
ルテクト ®」を用いた各種用
品をご提供いただいた。
・フルテクトスプレー　60本
・不織布マスク　2400枚
・白手袋　100双

2 年越しの晴れ舞台。メダルと涙の重み。
臥薪嘗胆のときを経て、ようやく訪れた晴れの舞台。
一年の辛抱が涙となって溢れる様子が表彰式でみら
れ、人々の胸を打った。
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ひ
と
り
ひ
と
り
の
力
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
可
能
性
。

人
間
万
事
塞
翁
が
馬

　
春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
。
先
日
も
一
組

の
親
子
が
道
場
を
訪
ね
て
き
て
、
子
ど
も
が
大

学
に
進
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
報
告
し
て
く

れ
た
。
そ
の
拳
士
は
進
学
し
た
高
校
に
少
林
寺

拳
法
部
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
修
行
を
続
け
て
い

た
。
そ
し
て
、
今
回
も
進
学
先
の
大
学
に
少
林

寺
拳
法
部
が
あ
る
の
で
訪
ね
て
み
よ
う
と
思
う
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
指
導
者
の
目
か
ら
見
て
、
か
つ
て
の
彼
が
少

林
寺
拳
法
に
強
い
情
熱
を
傾
け
て
い
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
め
ぐ
り
合
わ
せ
に
よ

り
今
な
お
縁
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
不
思

議
さ
と
有
難
み
を
か
み
し
め
た
。

　
73
年
の
歴
史
。
２
０
０
０
を
超
え
る
支
部
・

道
院
―
。
そ
の
ひ
ろ
が
り
と
つ
な
が
り
の
中
で
、

こ
ん
な
風
に
縁
が
紡
が
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う

と
畏
敬
に
似
た
思
い
が
胸
を
打
っ
た
。　

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
少
林
寺
拳
法
の
つ

な
が
り
は
生
き
て
い
る
。
そ
う
思
う
と
勇
気
を

も
ら
っ
た
よ
う
な
気
も
し
た
。

多
様
化
を
極
め
る
〝
縁
〞
の
カ
タ
チ

　
時
代
が
大
き
く
変
容
し
よ
う
と
も
、「
少
林

寺
拳
法
」
と
い
う
共
通
言
語
で
つ
な
が
れ
る
世

界
は
、
変
わ
ら
ず
、
確
か
に
存
在
し
て
い
る
。

　
む
し
ろ
、（
コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
）
人
々
の
行
動
範
囲
は
広
が
っ
て
お
り
、

デ
ジ
タ
ル
包
摂
に
よ
っ
て
人
と
人
と
が
容
易
に

つ
な
が
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　
そ
う
考
え
る
と
現
代
社
会
は
、
つ
な
が
り
方
、

す
な
わ
ち
〝
縁
〞
の
カ
タ
チ
に
多
様
性
が
生
ま

れ
、
ど
こ
で
何
が
・
誰
が
ど
う
つ
な
が
る
か
わ

か
ら
な
い
可
能
性
が
予
測
不
可
能
な
か
た
ち
で

広
が
っ
て
い
る
時
代
…
と
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
縁
に
つ
い
て
、
鈴
木
義
孝
先
生
（
一
般
社
団

法
人
ＳＨＯＲＩＮＪ
Ｉ  

ＫＥＭＰＯ  

ＵＮＩＴＹ

顧
問
）
は
以
前
、
こ
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
。

「
縁
と
は
自
ら
結
ぶ
も
の
で
あ
り
、
き
つ
く
結

ん
だ
と
思
っ
て
も
そ
の
う
ち
緩
ん
で
し
ま
う
も

の
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
、
時
折
は
そ
の
縁
を
結

び
な
お
す
努
力
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。」

　
こ
の
言
葉
が
示
唆
し
て
い
る
の
は
、
良
い
縁

を
得
る
た
め
に
は
能
動
的
・
積
極
的
で
あ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。
動

こ
う
と
し
な
い
人
の
も
と
に
縁
が
舞
い
込
ん
で

く
る
チ
ャ
ン
ス
は
少
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
も

あ
る
だ
ろ
う
。

多
様
化
を
極
め
る
時
代
。
少
林
寺
拳
法
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
、
私
た
ち
は
何
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
現
代
社
会
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
価
値
を
見
つ
め
る
。

ますます加速する価値観の多様化。
2010 年前後にブロードバンド、4Gなど高速通信のインフラ
整備が加速。同時にインターネット上に存在する情報は質も量
も大きく変化した。そういった背景に青春を過ごした世代が社
会人となり、さらに社会の変容は進むだろう。知識や楽しみは
スマホから得られる時代。5Gの運用も本格化を控える中、リ
アルなコミュニケーションの在り方を見直す時期が来ているの
では？

リアルは貴重。
あるインスタ映えスポットはひ
どく交通の便が悪いところにあ
る。しかし、最寄りのバス停には、
一時間に 1本しかないバスを待
つ若者の行列ができる。オンラ
イン化が進んだ分、相対的に「リ
アルな体験」は価値を増してい
ることの現れとも考えられる。
少林寺拳法が持つリアルな人の
ふれあいも、これから貴重なも
のとなっていく可能性はあるの
だ。（写真は2013年の世界大会）
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多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
持
つ
可
能
性

　
縁
で
つ
な
が
れ
た
人
々
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

と
な
り
得
る
。

　
そ
し
て
、
な
に
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
、
道

場
に
集
ま
る
現
実
の
人
間
関
係
だ
け
を
表
す
も

の
で
は
な
い
の
だ
。

　
今
回
紹
介
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
の
受
講

者
同
士
も
、
大
会
に
集
う
人
々
も
、
ま
た
ひ
と

つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
と
言
え
る
。
オ
ン

ラ
イ
ン
機
能
を
駆
使
す
れ
ば
、
画
面
越
し
に
世

界
中
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
る
時
代
で
あ
る
。

　
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
定
義
と
は
何
か
。

　
そ
れ
は
「
共
感
で
つ
な
が
れ
た
人
と
人
と
の

関
係
性
」
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　「
好
き
」
と
か
「
心
地
い
い
」、「
面
白
い
」

と
い
っ
た
感
覚
的
な
も
の
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
間
関
係
。
お
金
や
価
値
に
換
算
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
や
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
超
越
し
て
行

動
を
同
じ
く
で
き
る
人
間
関
係
。
そ
う
い
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
加

速
し
て
い
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
少
林
寺
拳
法
が
持
つ
、
道
場
や
大

会
の
よ
う
な
物
理
的
な
つ
な
が
り
と
、
オ
ン
ラ

イ
ン
講
習
会
に
象
徴
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
上
の
つ
な
が
り
。
そ
れ
ら
が
組
み
合
わ

せ
ら
れ
た
先
に
、
現
代
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
私

た
ち
の
新
し
い
連
帯
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　「
共
感
で
つ
な
が
れ
た
人
と
人
と
の
関
係
性
」

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
共
感
を

生
み
出
す
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
何
か
―
。

　
そ
れ
は
明
確
な
理
想
を
掲
げ
る
こ
と
だ
と
言

わ
れ
る
。

　
確
か
に
、
開
祖
の
掲
げ
た
理
想
に
共
感
し
た

先
達
の
力
に
よ
っ
て
少
林
寺
拳
法
が
広
が
っ
た

と
い
う
事
実
か
ら
考
え
る
と
、
掲
げ
る
べ
き
理

想
の
有
無
や
、
そ
の
質
は
重
要
な
問
題
で
あ
る

と
納
得
で
き
る
。

　
多
様
化
の
進
ん
だ
こ
の
時
代
、
開
祖
の
掲
げ

た
理
想
に
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
肉
付
け
を

行
っ
て
い
け
る
か
は
重
要
な
課
題
だ
。

　
共
感
を
生
む
理
想
を
た
く
さ
ん
発
信
で
き
れ

ば
、
大
小
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
少
林
寺
拳
法
と

い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
上
に
林
立
す
る
よ

う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
―
。

　
そ
ん
な
未
来
も
思
い
描
け
た
り
す
る
。
そ
れ

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
時
代
を
切
り
拓

く
可
能
性
の
ひ
と
つ
だ
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
あ
な
た
と
共
感
で
き
る
誰
か
が
、
ど
こ
か
で

つ
な
が
る
こ
と
を
待
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
。

　
あ
な
た
と
理
想
を
同
じ
く
す
る
仲
間
が
ど
こ

か
に
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
勇
気
を
出
し
て
、
あ
な
た
も
理
想
を
発
信
し

て
み
よ
う
。
そ
れ
が
あ
な
た
に
で
き
る
変
化
で

あ
り
、
チ
ャ
ン
ス
の
可
能
性
だ
。

活発なコミュニティの
知名度が最優先ではない

募集していることを常に発信

空気感に触れられる機会が多い

いつでも参加／脱退できる

メンバーとのコミュニケーションが活発

特
徴名が売れ、知名度が上がっても、コミュニティのリーダーや活

動の品質が高くなければ逆効果。

いつでも参加できる雰囲気を大事にする。いつ・なにが縁とな
るかわからないので、参加者を募っている意思表示は定期的に
続ける。

活動の内容や雰囲気を気軽に体験できる、敷居の低い接点をた
くさん持つ。

開放的なコミュニティは新陳代謝がおこりやすく、活動が停滞
しない。再び参加することも気軽にできるよう配慮。

メンバー内でコミュニケーションが偏ると閉塞感が生まれる。
誰とでも平等に接し、置いてけぼりがいない状態。

コミュニティは至る所に。
大会や講習会―。リアルかオン
ラインかを問わず、そこにはす
でにコミュニティが形成されて
いる。広く？太く？強く…？そ
のつながりをどう育てていくか。
コミュニティには可能性がある。

ともに歩むリーダーシップ。
現代の活発なコミュニティでは、リー
ダーは剛腕や辣腕ではない。先導者、
あるいは伴走車となって、参加者とと
もに歩んでいけるリーダー像が求めら
れている。
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四十一年越しのメッセージ

中心となるのはごく少数で足りる
（1968 年 4月 大学少林寺拳法部本部合宿）

一人のリーダーの出現で一国が変わった
り大きな変革が始まった事実だってある
のです。でも、最初からうまくいった事
例はまず少ない。日蓮宗を開いた日蓮さ
んでさえ気がふれていると石ぶつけられ、
あの男の言うことは戯れ言だと言われま
した。天理教の中山みきさんは親戚知人
からも狂った婆さん扱いされた。
私もこれを始めたときはほんとに一人き
りでした。大陸帰りのボケ浪人が何を言
うとるてなもん。話を聞いてくれる人な
んて誰もいなかった。
例えば、徳川三百年の屋台骨を揺さぶっ
たのは足軽士族と呼ばれた、今風にいう
なら平巡査クラスの連中であり、本当に
主体となった人数はわずかで、あとはつ
いて歩いただけでした。一人ひとり名を
あげてったら原動力になった人の数なん
てたかが知れてる。けれど、そのわずか
が中心となり、あの鉄のような封建制度
をぶち破った。
外国の側を見ても、一国の興亡を決する
ような大革命が起きたとき、最初から何
万人もがワッと動いただろうか。中国の
革命もそうでしたが、中国共産党の創立
大会に参加したのはわずか十数人でしか
なかった。乱暴な言い方をすると中心と
なるのはごく少数で足りるということで
す。

もっとすばらしい人生が待っていると
思え（1978 年 5月 本部定例考試）

私が八つのとき、親父が死んだ。続いて
おふくろが死んだ。誰も面倒見てくれな
い。妹二人抱えて、もうしゃにむに生き
てきた。
このごろ、よく子供が自殺する。なんと
いうか、簡単にあきらめてるんだよなあ、
俺はもうダメだ、死んだほうがいいって。

そういう私も、十五のときに自殺をした。
したんだけれども死ねなくて、今でもこ
うして生きてるわけだが、まあ、いろい
ろあった。親が早く死んで、貧乏して、
そのうち好きな子に彼氏ができて、失望、
失恋した結果、死んだほうがええ、と。
あとから考えればバカみたいな話や、もっ
とええ子がいっぱいおったねえ（笑）。け
れどもそのときは、まあ、それを口実に
したにすぎないのであって、それを一つ
の材料にして、もう面倒くさいから死ん
だろうかと。どうせ生きていてもたいし
たことはないわと思うことから始まった
んだけれども、そのとき死んでいたら、
今の私はない。今になってみて、七十近
くなってみて、やっぱり私は生きていて
よかったなあと思っているよ。
君たちだってそうだぞ。今、つらいこと
や苦しいことがあっても、来年、あるい
は再来年、あるいは十年先に、もっとす
ばらしい人生が待っている。間違いない。
そう思いなさい。俺の将来真っ暗だなん
て、絶対思うなよ。敗北主義はいかん。
とにかく生きていなきゃいけない。で、
生きているかぎりは、体も健康で精神的
にもしっかりとしたものをもって、生き
てもらいたいと思う。とにかく生きてい
る間は、死んでいないわけだ。死んでい
ないのだから、負けたんでもない。
誰でも死ぬときは死ぬ。でも、生きてい
る間は、死んでないんだ、で、負けたの
でもない。死ぬまでは、生きている間は
負けたんじゃないんだから。だから、と
にかく一所懸命生きていこう。

国をつくることはできるが、人種や　
民族はつくれない（1974 年 3月 帰山行事）

ヨコの絆を結ぶのは何も特別に難しいこ
とではないのです。
私たちが肉親や血縁を大切にすることが、
楽しい人間関係をつくるための第一条件
です。それから縁あって学校や職場を共

にした教師、上司や友人たち、近隣の人々、
それがほんとうの兄弟、親子のようにな
りあえれば、自他共楽の郷土愛につながっ
ていきます。もう一つ言えば、人間は国
をつくることはできますが、人種や民族
はつくれません。それは点が与えた一つ
の大きな血縁単位だと私は信じています。
その自覚が身についたときに、人類愛へ
の道もおのずから開けるのではないかと
思うのです。

本当の強さというものは裸になった　
ときの強さ（1979年 2月 全国本部役員講習会）

本当の強さというものは裸になったとき
の強さなのです。それは精神力が半分以
上。技術力はそのときの付け足しです。
だから、乱捕りのとき、喧嘩のときに強
いということは、決して褒めるべきこと
ではない。
ある信念を持って行動すれば裸で身を守
ることができ、命ある限り努力すれば何
事かも成せる。経験の中で学び得たそう
したことは極力君らに話してきたはずで
す。
そうした「個の強さ」をもった人たちで
支えられた「団結の強さ」を育てたいと
考え、理想論を承知で私はやってきた。
私の言う強さとは、腕力や拳骨のそれで
はありません。心の底では違うと感じ、
わかっているのに妥協する、それをはね
のけられる妥協しない勇気という強さ」
―大切に育てるべきは、こうした意味で
の強固さじゃないのか。

特集
時
代
を
切
り
拓
く
、

私
た
ち
の
可
能
性
。

【宗道臣生誕110周年】
2021 年 2 月 10 日は宗道臣開祖の生誕
から 110年目の節目でした。この記念の
年に、改めてその足跡を辿ってみません
か。開祖語録や伝記となる五十年史など、
ぜひ紐解いてみてください。
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宗道臣について
少林寺拳法創始者・宗道臣（1911-
1980）という人は、身近に触れた高
弟をして「教育者と呼ぶのがふさわ
しい」と言わしめる熱心な教育家で
あった。そのメッセージは、人間の
尊厳と日本の在るべき姿を問い続け
る普遍的な内容ばかり。幾多の逆境
をはねのけて強く発信し続けたその
力が、時代を超えて今も輝き続ける。
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University & College
慶應義塾大学

中村 美結さん
（青森県八戸市：小学校３年）

◆
私
が
大
学
で
少
林
寺
拳
法
を
続
け
よ
う
と

思
っ
た
一
番
の
理
由
は
演
武
を
上
達
さ
せ
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。
高
校
で
は
思
う
よ
う
な
結

果
が
残
せ
ず
悔
し
い
思
い
を
残
し
た
ま
ま
引
退

と
い
う
形
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
も
う
一

度
挑
戦
し
て
日
本
一
を
目
指
し
て
み
た
い
」、
そ

ん
な
思
い
が
私
を
再
び
少
林
寺
拳
法
の
世
界
へ

向
け
さ
せ
ま
し
た
。
当
部
に
は
「
日
本
一
に
な

れ
る
」
環
境
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
部
の
運
営
力
、

熱
意
、
そ
し
て
実
力
は
他
の
大
学
に
引
け
を
取

り
ま
せ
ん
。
共
に
日
本
一
を
目
指
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
皆
さ
ん
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
小
林
慶
大
さ
ん
・
２
年
）

◆
私
は
元
々
武
道
に
興
味
が
あ
り
、

大
学
で
は
何
か
し
ら
の
武
道
を

始
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
體
育
會
の
部
活
と
い
え
ば
経
験

者
が
多
く
、
初
心
者
の
自
分
が
活
躍
で

き
る
と
は
到
底
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
へ
見
え
た
希
望
の
光
が
少
林
寺
拳
法
部
で
し

た
。
当
部
は
初
心
者
、
経
験
者
、
入
部
時
期
を
問

わ
ず
切
磋
琢
磨
し
合
え
る
素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム
で

す
。（
岡
田
毬
花
さ
ん
・
２
年
）

◆
私
は
高
校
生
の
と
き
に
少
林
寺
拳
法
を
始
め
、

慶
應
義
塾
大
学
に
進
学
後
、
少
林
寺
拳
法
部
に
入

部
し
ま
し
た
。
私
は
大
学
で
は
看
護
学
を
学
ん
で

い　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
勉
強
や
実
習
と
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
動
は
両
立
で
き
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
非
常
に
不
安
で
し
た
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
当
部
は
理
系
の
学
部
へ

　
の
理
解
が
あ
り
、
学
業
と
の
両
立
が
で
き
る

様
々
な
配
慮
が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
課
外
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
む
部
員
も
い
ま
す
。
色
々
な
こ

と
を
頑
張
っ
て
い
る
仲
間
と
一
緒
に
本
気
で
努
力

で
き
る
環
境
は
と
て
も
魅
力
的
で
す
。（
ｔ
．ｓ
．

さ
ん
・
２
年
）

◆
道
院
で
そ
の
ま
ま
続
け
る
選
択
肢
も
あ
っ
た
け

ど
大
学
で
少
林
寺
拳
法
部
に
入
部
。
そ
れ
は
部
活

の
演
武
に
対
す
る
憧
れ
と
「
道
院
で
は
得
ら

れ
な
い
も
の
が
あ
る
」
と
い
う
気
づ
き
。
そ

し
て
、
少
林
寺
拳
法
に
対
す
る
思
い
に
よ
る

も
の
で
す
。
入
っ
て
み
て
改
め
て
少
林
寺
拳

法
を
や
っ
て
い
る
人
は
優
し
く
て
い
い
人
し

か
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
素
敵
な
仲
間
と

の
新
し
い
繋
が
り
が
で
き
た
と
と
も
に
毎
日

新
鮮
な
学
び
を
し
て
い
る
た
め
コ
ロ
ナ
禍
で

始
ま
っ
た
け
ど
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
！
環
境
が
充
実
し
て
い
て
、
か
っ

こ
よ
く
優
し
い
先
輩
が
い
て
…
。
更
な
る
魅

力
は
「
慶
應　
少
林
寺
」
で
検
索
！
（
吉
野

さ
ん
・
２
年
）

Elementary School

小
学
生
メ
ン
バ
ー
が
少
な
く
て
お
困
り

中
。
一
緒
に
頑
張
っ
て
く
れ
る
八
戸
の
仲

間
い
な
い
か
な
〜
。
大
募
集
中
だ
よ
！

学生拳士のトレンド、自慢…！
若者たちのフリースペース！
［アールニジュウサン］

R-23
担当　　畔蒜　みく

このページは編集部に寄せられた学生拳士
の投稿を紹介する情報交流スペースです。

新しいニュースは、担当 畔蒜のTwitter か
らも投稿可能！検索してみてね！
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少
林
寺
拳
法
の
教
え
は
仕
事
や
生

活
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
活
き
ま
す
。

住
民
と
身
近
に
接
す
る
地
方
自
治
体

で
働
く
中
で
、
実
感
し
て
い
る
こ
と

を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

道
場
で
の
心
得

（1）
脚
下
照
顧
　

常
に
整
理
整
頓
す
る
意
識
が
身
に
付

き
ま
し
た
。
整
理
整
頓
さ
れ
た
職
務

環
境
は
大
変
有
意
義
で
す
。

（2）
作
務
　

毎
日
自
宅
と
職
務
環
境
を
清
掃
す
る

こ
と
が
日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（3）
合
掌
礼
・

服
装
・

態
度
・

言
葉
づ
か
い

心
か
ら
の
礼
、
清
潔
感
等
は
接
遇
に

必
須
で
す
。
ま
た
、
正
し
い
言
葉
づ

か
い
は
公
文
書
作
成
に
も
必
要
で
す
。

　
そ
し
て
こ
れ
ら
の
「
道
場
で
の
心

得
」
を
仕
事
や
日
常
で
実
践
し
て
い

く
こ
と
が
、
開
祖
の
説
か
れ
た
「
人

と
し
て
の
霊
性
」
を
高
め
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

少
林
寺
拳
法
創
始
の
目
的

　
天
国
や
極
楽
は
あ
の
世
に
あ
る
も

の
で
は
な
く
、
人
の
質
を
高
め
た
人

間
が
協
力
し
て
、
地
上
に
実
現
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
開
祖
の
願

い
と
、
実
業
で
は
な
い
地
方
自
治
体

の
目
的
は
通
じ
る
も
の
が
多
い
で
す
。

　「
護
身
錬
胆
・
精
神
修
養
・
健
康
増

進
」
の
三
徳
を
兼
備
し
た
行
に
よ
っ

て
、
地
方
自
治
体
職
員
の
人
の
質
を

高
め
る
こ
と
自
体
が
、
地
域
社
会
へ

の
貢
献
と
な
り
、
理
想
境
建
設
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
私
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
道
院

の
易
筋
行
で
は
「
調
和
」
を
意
識
付

け
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
自
分
本
位
で
は
成
立
し
な
い
、
調

和
し
た
中
で
の
心
地
よ
い
反
復
修
練

は
「
精
神
修
養
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
無
理
の
な
い
最
適
な
動
線
で

身
体
運
動
を
繰
り
返
す
こ
と
は
「
健

康
増
進
」
に
、
一
体
感
の
中
で
の
反

復
修
練
で
得
た
、
確
か
な
技
術
に
よ

る
自
信
は
「
護
身
錬
胆
」
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
江
戸
川
区
役
所
支
部
で
は
こ
れ
ら

の
三
徳
を
兼
備
し
た
修
練
方
法
を
踏

襲
し
、
協
力
し
て
人
の
質
を
高
め
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
「
金
剛
禅
の

主
張
と
願
い
」
を
実
現
し
よ
う
と
邁

進
し
て
い
ま
す
。

　
実
業
団
支
部
は
社
会
人
の
集
団
で

す
。
社
会
人
に
な
る
と
、
少
林
寺
拳

法
の
継
続
が
難
し
い
局
面
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、

少
林
寺
拳
法
の
教
え
は
少
林
寺
拳
法

を
継
続
す
る
動
機
付
け
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

①
②

③

④

①仕事中の写真。部員同士だ
と仕事がやりやすくなります。
②昼休憩の写真。昼休憩では
一緒にランチを楽しんだりも
します。③④職場外の写真。
職場外でもＢＢＱ等、楽しく
過ごしています。

仕事につながった
　 少林寺拳法の教え

東京都　江戸川区役所支部

吉川　元淑　支部長

平成14年入区／少林寺拳法五段

江戸川区総務部納税課主任

第
一
回
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執
筆
／
大
原
一
純

Coaching

こ
ん
な
と
き
ア
ナ
タ
な
ら
ど
う
す
る
⁉

職
場
で
も
、
家
庭
で
も
。
ど
こ
で
も
活
か
せ
る
コ
ー
チ
ン
グ
大
全
。

人づくりの
コーチングメソッド

　
ス
ポ
ー
ツ
・
武
道
界
の
指
導
者
よ
り
、「
指
導
者

に
な
っ
て
良
か
っ
た
」
と
伺
う
一
方
、
次
の
よ
う
な

悩
み
に
対
し
て
、「
自
分
の
ど
こ
が
ダ
メ
な
の
か
相

談
に
乗
っ
て
欲
し
い
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
一
所
懸
命
接
し
て
も
、
な
か
な
か
心
が
通
じ
な

い
」、「
情
熱
を
込
め
指
導
す
る
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
だ

と
訴
え
ら
れ
た
」、「
褒
め
て
ば
か
り
で
は
、
人
は
育

た
な
い
」、「
自
分
や
家
族
を
犠
牲
に

し
て
取
り
組
ん
で
も
ク
レ
ー
ム
ば
か

り
」、「
部
員
は
突
然
辞
め
、
部
員
は

減
少
」、「
仕
事
と
指
導
の
両
立
が
大

変
、
疲
れ
た
」。

　
私
は
、「
ダ
メ
な
所
は
無
い
で
す

が
、
よ
く
な
る
課
題
が
あ
り
ま
す
の

で
、
指
導
者
と
し
て
楽
し
む
方
法
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
」。
と
、コ
ー

チ
ン
グ
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
私
も
か
つ
て
、
同
様
の
悩
み
を
抱

え
て
い
ま
し
た
。
が
む
し
ゃ
ら
に
頑
張
っ
て
も
、
事

態
と
体
調
は
悪
化
し
、
辛
く
重
苦
し
い
状
況
が
続
き

ま
し
た
。「
な
ぜ
分
か
っ
て
く
れ
な
い
ん
だ
！
」
と
、

日
々
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
言
葉
を
発
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る

方
の
紹
介
で
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
る
と
、
精

神
も
体
調
も
安
定
を
取
り
戻
せ
ま
し
た
。
目
の
前
に

あ
る
事
象
は
変
わ
っ
て
い
な
い
の
に
、
脳
科
学
や
心

理
学
の
コ
ツ
を
使
う
と
、
自
分
の
見
る
目
、
捉
え
方

が
こ
う
も
変
る
も
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。

　
次
に
、
問
題
の
対
処
法
か
ら
未
然
防
止
方
法
を
、
課
題
の
達
成

法
か
ら
効
率
的
解
決
法
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
コ
ー
チ
ン

グ
に
出
会
い
ま
し
た
。
結
果
、
問
題
発
生
率
50
％
削
減
、
業
効
率

30
％
UP
が
で
き
、
生
ま
れ
た
自
由
な
時
間
を
、
次
の
課
題
の
学
び

に
あ
て
ら
れ
る
好
循
環
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
の
成
功
の
パ

タ
ー
ン
を
、
後
輩
や
、
様
々
な
分
野
の
方
々
に
共
有
し
た
結
果
、

自
信
の
な
か
っ
た
人
は
、「
そ
の
道
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
な
り
ま

し
た
!
」、
財
政
再
建
に
お
困
り
の
経
営
者
は
、「
赤
字
財
政
を
立

て
直
せ
ま
し
た
!
」、
10
㎏
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
た
い
人
は
、「
人
生
を

楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
言
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ

が
、
私
が
体
験
し
、
他
人
に
体
験
を
し
て
頂
い
た
、
人
の
可
能
性

を
引
き
出
す
ス
キ
ル
「
コ
ー
チ
ン
グ
」
で
し
た
。

　
少
林
寺
拳
法
連
盟
の
川
島
会
長
は
40
年
間
、
大
学
体
育
会
の
悪

し
き
習
慣
の
撤
廃
や
、
指
導
技
術
の
共
有
化
運
動
を
推
進
さ
れ
、

近
年
は
、
指
導
技
術
の
向
上
に
コ
ー
チ
ン
グ
や
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
の

普
及
を
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
を
伺
う
と
、「
自
己
成

長
の
可
能
性
を
真
に
悟
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
自
分
の
可
能
性

を
信
じ
、
そ
れ
を
引
き
出
す
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
と
出
会
っ
た
と

き
。
だ
か
ら
、
人
の
可
能
性
を
引
き
出
す
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は
、
少

林
寺
拳
法
の
教
え
の
普
及
に
も
つ
な
が
る
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
人
間
は
、
無
意
識
に
マ
イ
ナ
ス
の
思
考
や
感
情
に
な
り
や
す
い

の
で
す
が
、
成
功
者
は
マ
イ
ナ
ス
思
考
に
陥
っ
て
も
、
プ
ラ
ス
思

考
に
変
換
で
き
る
よ
う
で
す
。
例
え
ば
、
行
動
は
潜
在
意
識
に
影

響
を
受
け
る
の
で
、「
で
き
る
、
で
き
る　
必
ず
で
き
る
！
」
と

思
え
ば
、
成
功
に
繋
が
る
ス
タ
ー
ト
に
な
り
、「
や
め
と
け
、
や

め
と
け
、
無
理
だ
！
」
と
思
え
ば
、
成
功
に
繋
が
る
チ
ャ
ン
ス
は

奪
わ
れ
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
指
導
者
は
、
指
導
対
象
者
の
潜
在
能
力
を
引
き
上

げ
る
「
コ
ー
チ
ン
グ
」
と
、
本
番
で
そ
の
本
領
を
発
揮
す
る
力
を

高
め
る
「
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
・
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
ス
キ

ル
を
持
ち
合
わ
せ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
不
思
議
な
こ
と
に
、指
導
者
が
、「
学
び
、成
長
し
続
け
る
」
と
、

自
身
の
苦
手
な
も
の
が
、
課
題
や
目
標
へ
と
変
わ
り
、
指
導
技
術

力
が
向
上
し
ま
す
。
と
は
言
え
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
変
換
や
、
学

び
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
自
身
に
落
と
し
込
み
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

継
続
的
に
行
う
こ
と
は
、
一
人
で
は
、
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で

す
。

　
そ
こ
で
、
５
月
よ
り
自
信
を
も
っ
て
愛
す
る
人
の
成
長
を
引
き

出
せ
る
コ
ツ
を
学
び
、
後
進
に
そ
の
指
導
が
で
き
る
公
認
資
格
を

発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
は
、
２
０
２
２
年

度
の
高
校
の
教
科
書
か
ら
、「
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
解
決
を
探

る
〝
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
が
得
ら
れ
る
〞『
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
』
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
本
コ
ー
ス

は
、
こ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
国
際
コ
ー
チ
ン
グ
連
盟
な
ど
が
推
奨
す

る
コ
ー
チ
ン
グ
水
準
を
マ
ス
タ
ー
し
、
指
導
者
、
拳
士
、
一
般
の

方
々
へ
コ
ー
チ
ン
グ
を
普
及
し
、
自
他
共
楽
を
実
現
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
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幼少期虐めにあい、少林寺拳法に入門。生徒会長となり虐め対策に取り組む。法政大学体育会少林寺拳法部にて厳
しい体育会風土を経験し、風土改革を行う。万余のトラブルクレーム対応に従事し、コーチングの必要性を実感。
現在、少林寺拳法連盟のアドバイザー、コーチングトレーナーに従事する他、日本スポーツ協会のコーチディベロッ
パーとしてコーチ育成の支援を行う。

執筆者プロフィール
大原　一純　Kazusumi Ohara
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執
筆
者
／
荒
井 

章
士

■
押
小
手
か
ら
の
変
化
技　
　
　

　
抜
打
押
小
手
は
、
両
手
押
小
手
か
ら
の
変
化
技
で
す
。

少
林
寺
拳
法
教
範
に
は
「
例
え
ば
相
手
が
両
手
を
握
り
、

持
上
げ
丁
字
を
か
け
て
来
た
り
力
に
ま
か
せ
て
押
小
手
を

妨
害
す
る
た
め
に
、強
く
突
っ
張
っ
て
来
た
よ
う
な
時
に
、

我
は
握
ら
せ
た
ま
ま
で
左
手
を
以
っ
て
相
手
の
左
手
を
法

の
如
く
握
り
、
右
手
を
急
速
に
抜
い
て
、
手
刀
を
以
っ
て

内
手
首
の
急
所
を
強
く
打
ち
、
相
手
の
屈
筋
を
利
用
し
て

押
小
手
を
掛
け
る
、
特
殊
な
方
法
で
あ
る
。」
と
記
述
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
状
況
で
す
。

◎
握
る
力
が
強
く
、
手
首
を
殺
せ
な
い
。

◎ 

押
小
手
掛
け
さ
せ
ま
い
と
し
て
、
腕
を
突
っ
張
っ
ら

れ
た
。（
写
真
１
）

◎ 

肘
を
脇
に
つ
け
て
鈎
手
の
よ
う
に
な
ら
れ
た
。（
写

真
２
）

■
手
鏡
は
掛
手
の
直
前
に
す
る

　
守
者
は
、ま
ず
鈎
手
守
法
で
身
を
護
り
ま
す
。
し
か
し
、

い
き
な
り
我
の
手
首
を
殺
し
、
い
わ
ゆ
る
手
鏡
の
形
を
作

る
拳
士
を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
相
手
に
大
拳

頭
を
押
さ
え
ら
れ
倒
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。（
写
真
３
）
手
鏡
の
形
を
作
る
こ
と
で
、
手

の
平
の
あ
い
だ
に
隙
間
を
空
け
、
掛
手
を
し
ま
す
。
掛
手

は
、
左
手
の
小
指
・
薬
指
・
中
指
を
攻
者
の
拇
指
と
拇
指

丘
に
掛
け
、
拇
指
丘
を
攻
者
の
手
甲
に
し
っ
か
り
と
密
着

さ
せ
、そ
し
て
二
段
抜
の
要
領
で
手
首
を
抜
き
ま
す
。（
写

真
４
）

抜打押小手
※ 本号より「実に帰る」の技術動画は、少林寺拳法グルー

プ公式 YouTube チャンネルでの視聴となりました。視聴

の際には、記載のＱＲコードをスキャンしてください。

SCAN！
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■
「
大
陵
」
を
打
ち
込
む

　
大
陵
（
だ
い
り
ょ
う
）
は
内
手
首
の
中
央
に
あ
り
、
教

範
に
図
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
読
本
に
は
載
っ
て
い
ま
せ

ん
。（
写
真
５
）
守
者
は
、
手
刀
ま
た
は
熊
手
を
も
っ
て
、

我
の
斜
め
後
・
下
に
向
か
っ
て
、
こ
の
急
所
を
強
く
打
ち

込
み
、
手
首
を
殺
し
ま
す
。（
写
真
６
、７
、８
）
大
陵
へ

の
打
ち
込
み
が
上
手
く
い
け
ば
、
攻
者
の
上
体
に
も
捻
転

が
加
わ
る
の
で
、
こ
の
瞬
間
、
通
常
の
押
小
手
と
同
様
の

状
態
に
な
り
ま
す
。

■
基
準
線
は
手
掌
（
面
）
を
床
に
垂
直

　
教
範
の
「
片
手
押
小
手
」
で
解
説
さ
れ
て
い
る
基
準
線

と
は
「
手
首
が
死
に
相
手
の
手
掌
の
横
線
が
天
地
垂
直
に

な
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
簡
単
に
言
う
と
「
攻
者
の
左
手

掌
（
面
）
を
床
に
垂
直
に
す
る
」
こ
と
で
す
。（
写
真
９
）

 

基
準
線
が
で
き
れ
ば
、
大
陵
を
打
ち
込
ん
だ
手
刀
を
切
り

返
し
、
手
掌
を
攻
者
の
大
拳
頭
に
当
て
、
三
指
を
攻
者
の

小
指
側
に
掛
け
、
相
手
の
手
首
を
捻
じ
り
な
が
ら
引
き
落

し
て
技
を
極
め
ま
す
。（
写
真
10
）

突っ張られた場合肘を脇に付けられた場合悪い例 ：手鏡を返される

手刀で打ち込み掛手 大陵

押小手の基準線 上半身に捻転を与える 内掌 （熊手） で打ち込み

極め

123

54 6

7８９

10

※ 本誌面の撮影写真につきましては、
新型コロナウイルスへの感染防止策
を行った上で、撮影をしています。

14+15_[山浩].indd   15 2021/04/13   13:06



18

　
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
も
、
そ
の
や
り
方
に
よ
っ
て
ぜ
ん
ぜ
ん
違
っ
た
効
果

が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
だ
。
一
日
は
一
日
。
そ
の
一
日
の
生
き
方
が
い
ち

ば
ん
問
題
な
の
で
、
な
ん
と
な
く
過
ぎ
る
一
生
と
、
何
か
に
生
き
甲
斐
を
感

じ
て
一
生
懸
命
や
る
人
生
っ
て
い
う
の
は
、
こ
れ
、
ぜ
ん
ぜ
ん
変
わ
っ
て
く

る
と
思
う
ん
だ
。

　
言
葉
で
は
み
な
な
ん
と
な
く
わ
か
っ
て
る
よ
う
な
気
も
し
、
人
に
も
言
う

て
お
る
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
日
常
の
行
動
の
中
で
本
当
に
自
分
が
そ

う
思
っ
て
生
き
て
る
か
と
い
う
こ
と
と
は
、
ち
ょ
っ
と
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
う
。

　
私
は
70
に
な
っ
て
、
き
の
う
、
改
め
て
そ
れ
を
感
じ
た
。
言
葉
で
は
昔
か

ら
わ
か
っ
て
る
の
に
、
で
も
改
め
て
、
熱
烈
に
、
私
は
き
の
う
、
生
き
て
る

と
い
う
こ
と
の
価
値
を
再
認
識
し
た
。 

 
 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
80
年
２
月　
新
設
講
習
会

　
新
年
度
に
入
り
、
ま
た
新
し
い
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
春
は
生
命
の
始
ま
り
の
サ
イ
ク
ル
と
し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
毎
年
も
う
一
年
が
す
ぎ
た
な
ー
と
い
う
感

覚
は
、
言
葉
は
同
じ
で
も
人
に
よ
っ
て
大
き
く
意
味
が
異
な
る
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
開
祖
の
言
わ
れ
た
、
な
ん
と
な
く
過
ぎ
る
一
生
と
何
か
に
生
き

甲
斐
を
感
じ
て
一
生
懸
命
や
る
人
生
の
違
い
は
社
会
の
発
展
ス

ピ
ー
ド
が
著
し
い
現
代
社
会
で
は
、
当
時
よ
り
何
倍
も
重
く
受
け

止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
開
祖
が
生
き
た
時
代
も
そ
し
て
、
価
値
観
が
多
様
化
す
る
時
代

に
生
き
る
私
た
ち
も
、
そ
の
時
代
に
お
け
る
次
世
代
を
生
き
る
人

間
一
人
一
人
が
担
う
行
動
の
責
務
は
、
そ
の
時
代
を
新
し
い
時
代

に
ア
ド
バ
ン
ス
さ
せ
る
上
で
も
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
へ
て
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
が
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
る
今
、
私
た
ち
の
１
日
１
日
の
生
き
方
次
第
で
、
人
生
と
社

会
へ
の
影
響
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
、
日
々
を

た
だ
何
と
な
く
生
き
る
の
で
は
な
く
、
毎
日
の
生
き
方
に
生
き
甲

斐
を
感
じ
ら
れ
る
日
々
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
36
歳
に
な
っ
た
私
も
、
今
、
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
価
値

を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

宗 昂馬師家は祖父、宗 道臣の言葉に、何を感じ、何を見出すのか。

な
ん
と
な
く
過
ぎ
る
一
生
と
、

何
か
に
生
き
甲
斐
を
感
じ
て
一
生
懸
命
や
る
人
生

少林寺拳法グループ

代表　宗 昂馬

開 祖 語 録

担当／矢原 孟
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